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《冬道の事故防止》
○ 信号の変わり目を予測し、無理な通過はしない
○ 黄色信号は、「止まれ」です
○ 発進時の「追突」に注意しましょう
○ 交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意しましょう
○ 凍結路面 スピードダウンと車間距離

急ブレーキ・急ハンドル・急発進 「急」のつく操作は、スリップの原因

事故防止のため、「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

構内・バック事故の根絶

《冬期間の労働災害防止》
○ 作業する時、トラック（荷台も）に乗る時、降りる時は安全靴の底の雪を落とす
○ トラック（荷台も）から降りる時は、路面の状況を確認し、飛び降りることは厳禁
○ ポケットに手を突っ込んで歩かない

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

厚真町 圧雪、アイスバーン
大型トラックが対向車線にはみ出し
ライトバンと衝突 ライトバンの男性２人、病院搬送

大型トラックから見てゆるやかな右カーブ カーブを曲がり切れなかった
◇凍結路面 スピードダウンと車間距離◇

◇凍結路面では、急ブレーキ、急ハンドルは禁物 ◇
◇慌てず、焦らず走行しましょう◇

２０２５／１／２４（金）
２４日午前６時半すぎ、厚真町鹿沼の道道で大型トラックが対向車線にはみ出し、ライトバンと衝突しました。

この事故で、ライトバンを運転していた男性が骨折したとみられるほか、助手席に乗っていた男性も全身を打撲
して病院に搬送されました。大型トラックを運転していた男性にけがはありません。警察によりますと現場は、
大型トラックから見てゆるやかな右カーブで、当時、路面は圧雪アイスバーンの状態だったということです。警
察は、大型トラックがカーブを曲がり切れなかったとみて当時の状況などを調べています。

午後９時 信号交差点 横断中の男性が
右折の軽乗用車にはねられ、意識不明の重体

軽乗用車を運転していた運送業の63歳男を逮捕
◇ショートカット右折をしない （道路交通法にも禁止）◇

◇ショートカット右折は、ミラーとピラーの「死角」をつくる、歩行者を「見落とす」◇
◇右折時は、「大きく曲がって」、ミラーとピラーの「死角」をつくらない◇

２０２５／１／２４（金）
２３日午後９時過ぎ、岐阜県の信号交差点を渡っていた男性（６２）が、右折してきた軽乗用車にはねられ、頭を

強く打ち病院に搬送されましたが、意識不明の重体となっています。警察は、軽乗用車を運転していた運送業の
男性（６３）を、過失運転致傷の疑いで逮捕しました。はねられた男性は仕事からの帰宅途中だったとみられる。

「時間が経っていたので、抜けていると思った」
基準値3倍を超えるアルコール検出

前日、午後8時まで飲酒
早朝4時半、無灯火で駐車場を出ようと･･･発覚

女を酒気帯び運転の疑いで逮捕
◇飲酒運転･･･平穏な日常を一瞬で悲劇に変えてしまいます◇

２０２５／１／２４（金）
２４日午前４時半ごろ、福岡県の駐車場から無灯火の状態で出ようとする軽乗用車をパトロール中の警察官が発

見しました。駆けつけた警察官が停止を求め、軽乗用車を運転していた女の呼気を調べたところ、基準値の３倍
を超えるアルコールが検出されたため、女（５１）を酒気帯び運転の疑いで現行犯逮捕しました。取り調べに対し
、容疑者は、「きのう午後８時頃まで家で１人でビールやワインなどを飲んだ」、「時間が経っていたので抜けて
いると思って車を運転した」などと容疑を否認しています。


